
 

 

 
 

平成 30 年度 大雪山国立公園 表大雪地域 

登山道関係者による冬季情報交換会 
 

 

次  第 

 

１．開会 

２．挨拶 

３．情報交換  

  （１）各団体の平成３０年度活動内容報告及び課題について 

     （13:10～14:00） 

 

（２）登山道維持管理作業実施手順マニュアル試行結果及び実施報告ついて 

（14:00～14:20） 

４．閉会 

５．大雪山国立公園の新たな協働型管理運営体制の構築に向けた

ワークショップ（第３回） 

（14:30～16:00） 

 

日時：平成 30 年 12 月 18 日(火) 13：00～16:00 
場所：旭川地場産業振興センター 会議室 
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平成30年12月18日

所属

環境省
上川自然保護官事務所
東川自然保護官事務所

上士幌自然保護官事務所

上川中部森林管理署

上川南部森林管理署

上川総合振興局
環境生活課

上川総合振興局
南部森林室

上川町

美瑛町

上富良野町

公益社団法人
日本山岳会北海道支部

旭川山岳会

美瑛山岳会

富良野山岳会

大雪山国立公園自然公園
指導員連絡協議会

大雪山国立公園
パークボランティア連絡会

山岳レクリエーション
管理研究会

山のトイレを考える会

株式会社りんゆう観光

(有)風の便り工房

・「大雪山国立公園高山植物盗掘防止パトロール」
　 →6月～9月に支部の会員・会友23名が延べ114日間のパトロールを実施。（道委託による公益事業）
・美瑛富士避難小屋携帯トイレブース点検清掃活動　8月19日～20日3名参加

大雪山国立公園　表大雪地域　登山道関係者による冬季報交換会

登山道作業・活動内容

別紙の通り　※資料３

平成30年度活動場所・内容

高原温泉から緑岳を中心に簡易な補修を実施。

内容：グリーンサポートスタッフによる巡視及び啓蒙活動等
場所：十勝岳・富良野岳・原始ヶ原方面
期間：平成30年6月1日～9月30日
以下、GSSの報告から（参考）
■作業内容
・歩道確保・安全確保・植生踏み荒らし対策で、ハイマツ等歩道上支障枝の枝切り（手ハサミ）
・植生踏み荒らし防止・ルート明示のための、杭＋ロープ・ビニルテープ等の設置
・岩場の視界不良時の安全対策、植生保護として、岩へのマーキング（○・×等の簡易最小限）
■登山道状況
・土壌浸食、植生の減少、ハイマツ等の枯現象（原因は様々考えられる）
・水たまり箇所点在、歩道確保のため植生踏みつけが見られる
■登山者利用状況
・非常に軽装備の外国人が目立つ
・犬同伴の登山者が見られるようになった（どこかの事例で、近くに潜むクマに吠えかかることにより、登山者が
クマと鉢合わせ等）
・トレイルラン者を見かけるようになった
・入り込みの多いシーズン、歩道外、立入り禁止区域に入り込んで休憩する人が多い
・ルート明示等に効果あるピンクテープ等だが、冬季に付けられたと思われるテープが放置のままで、夏季に
は迷う要因にもなっている場合あり
・ゴミのポイ捨てあり

・旭岳地区の高山植物巡視及び普及啓発活動　7月～9月　全12回（主に日曜日）
・すがたみ駅～裾合平～中岳分岐～間宮岳～旭岳～すがたみ駅（～天女ヶ原～旭岳温泉）
・愛山渓地区は7月大雨災害による道道愛山渓上川線通行止めのため巡視を中止

・十勝岳登山道保護、規制ロープ着脱
・美瑛岳登山道ポンピ沢周辺刈り払い（L＝500m）
・美瑛富士登山道協働型施工箇所メンテナンス

別紙の通り　※資料５

・7月初めの間宮城登山道周辺の大規模崩落に関して、元北大教授の長澤先生への聞き取り調査に参加。
・「たまには山へ恩返し」黒岳と旭岳に参加。

別紙の通り　※資料２

別紙の通り　※資料４

8月　美瑛富士避難小屋　携帯トイレブース周辺清掃活動

別紙の通り　※資料２－４

資料１



所属

北海道山岳整備

大雪山・山守隊

旭岳ビジターセンター

東川エコツーリズム
推進協議会

層雲峡ビジターセンター

山樂舎BEAR

山岳ガイド協会
表大雪地区連絡調整室

大雪山倶楽部

大雪と石狩の
自然を守る会

大雪山自然学校

NPO法人　かむい

NPOアースウィンド

大雪山・山守隊等の登山道整備イベントに積極的に参加

平成30年度活動場所・内容

別紙の通り　※資料７

別紙の通り　※資料６

インターン2名が「たまには山へ恩返しin黒岳」に参加

別紙の通り

別紙の通り　※資料７

「たまには山へ恩返しin旭岳」に参加

5月25日から9月20日　黒岳石室周辺、風衝地、赤岳コマクサ平、第４雪渓周辺の４地点で温暖化データ収
集。高山植物開花情報調査実施。172枚調査結果収集。



平成 30 年度 環境省における登山道関係の取組について 

 
１．国立公園の公園計画の点検（年度内完了予定） 

 

２．大雪山国立公園協働型管理運営体制の構築 

 

３．グリーンワーカー事業 

 ○清掃活動事業（層雲峡、勇駒別、天人峡、糠平、十勝三股の各集団施設地区等利用拠点の美

化清掃） 

 ○美瑛富士携帯トイレブース利用状況調査【平成 30 年度結果 資料２－２】 

 ○登山者カウンターの設置による登山道利用者数調査【資料２－３】 

 ○高原温泉・銀泉台自動車利用適正化対策業務 

 ○スノーモビル乗入れ対策（普及啓発看板設置、パトロール）（12 月～３月） 

 ○登山道補修イベント開催（トムラウシ山） 

 ○原始ヶ原における植生復元手法の評価検討業務（１～３月） 

 
４．自然ふれあい 

○パークボランティア活動（登山道維持管理、外来種対策、利用者指導、モニタリング

等）【資料２－４】 

○層雲峡ビジターセンター及びひがし大雪自然館を拠点とする自然観察講座 

○子どもパークレンジャー事業（然別湖） 

 
５．野生生物の保護管理 

 ○然別湖ウチダザリガニ対策事業 
 ○高原温泉ヒグマ情報センターの管理運営 
 ○セイヨウオオマルハナバチ防除の考え方に基づくモニタリング【資料２－５】 
  ※緑岳地域において、セイヨウオオマルハナバチ１頭確認 
 
６．施設整備・維持管理 

 ○環境省が管理する沼ノ平～姿見の池登山道（※）、中岳温泉～間宮岳登山道（※）、沼

ノ原木道及びトムラウシ登山道の巡視 

  ※登山道維持管理データベースを試行的に作成【資料２－６】。 

 ○松仙園地区の整備工事実施（７月の豪雨により中断。2019 年施工、2020 年開通予定）、

適正利用推進協議会の開催（１～３月） 

 ○白雲岳避難小屋の建替え検討 

 ○銀河流星ノ滝線歩道の整備検討 

 ○旭岳ビジターセンター（勇駒別博物展示施設）整備（2019 年６月頃開館予定。） 

 ○糠平中央園地整備完成（平成 30 年７月） 

 ○天人峡園地橋梁整備（北海道への施工委任）完成（平成 30 年６月 11 日通行開始） 

 

資料２－１ 



７．大雪山国立公園における国立公園と国有林の連携推進会議 

 

（大雪山国立公園連絡協議会関係） 

○大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言【資料２－７】 

○大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言パートナーシップ事業【資料２－８】 

○大雪山国立公園携帯トイレ普及キャンペーン 

※７月 14～15 日：白雲岳避難小屋（雨天により期間１日短縮） 

※９月 15～17 日：黒岳石室 

○大雪山オリジナルパッケージの携帯トイレの一括受注支援【資料２－９】 

○登山道の維持管理に係る講習会への協力 

※たまには山へ恩返し in 愛山渓（上川自然保護官事務所主催）※豪雨のため中止 

※たまには山へ恩返し in 旭岳（９月１日、上川総合振興局等主催） 

 
 
 

＜別紙資料一覧＞ 

資料２－２  平成 30 年度美瑛富士における携帯トイレブース利用状況調査結果 

資料２－３  平成 30 年度登山者カウンターの設置による登山道利用者数調査結果 

資料２－４  平成 30年度大雪山国立公園パークボランティア活動結果 

資料２－５  セイヨウオオマルハナバチ防除の考え方に基づくモニタリング結果 
資料２－６  登山道維持管理データベースについて 
資料２－７  大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言 
資料２－８  大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言パートナーシップ事業 
資料２－９  大雪山オリジナルパッケージの携帯トイレの一括受注支援情報提供文書 
 



平成 30 年度 美瑛富士携帯トイレブース利用状況調査 

 

１. 調査結果のとりまとめ 

美瑛富士避難小屋において登山者に対する対面式のアンケート調査を１回１泊２日の工程

とし、5 回行った。回収された回答件数は、101 件であった。過去２年の調査と比較について

は、それぞれ季節や天候、回答件数などにバラつきがあることを考慮しなければならない。 

 

 平成 30 年 平成 29 年 平成 28 年 

調 査 期 間 7 月 14 日〜8月 12 日 8 月 26 日〜9月 30 日 7 月 15 日〜8月 28 日 

調 査 日 数 10 日 14 日 14 日 

総回答件数 101 件 61 件 212 件 

備   考 10 日中 5日降雨 14 日中 6日降雨 天候に関する記録なし 

 

特筆すべきは、７月に宣言した「大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言」やこれまでの取り組みによ

り、アンケート結果より過去２年と比べて認知度や認知時期、携行率の向上が見られたことである。 

 

(１)携帯トイレ利用の呼びかけの認知度 

 

図（１） 

 

 

資料２－２ 

回答者 101 人のうち 87 人（86.1％）が携帯トイ

レ利用の呼びかけについて知っていた。前２箇年

度に比べ格段に向上している 



 (２) 携帯トイレ認知時期 

 

図（２） 

 

(３)携帯トイレ携行の有無          

 

図（３） 

 

 

携帯トイレ利用の呼びかけについて知っていた

と回答した 87人のうち 84 人（96.6％）が出発前

から知っていたと回答した。 

回答者 101 人のうち 78 人（77.2％）が携帯トイレ 

を携行していた。認知度の問題だけでなく、実際に 

携帯トイレを携行する登山者が、過去２箇年度に比 

べ着実に増加している。 



（４）今回の登山中に排便（大便）をしましたか？携帯トイレブースを使用しましたか？

 

図（４） 

 

  

（５）今回の登山中に排尿（小便）をしましたか？携帯トイレブースを使用しましたか？ 

 

図（５） 

 

今回の登山中に排便した登山者は 101 人中 10 人（9.9％） 

だった。そのうち、8人はトイレブースを使用、1人はブ 

ース以外で携帯トイレを使用、使用せず野外は 0人、他の 

避難小屋のトイレを使用は 1人であった。 

登山中の排尿については、48 人（47.5％）が「一度もして 

いない」と回答した。「携帯トイレを使用せず野外で」排尿 

した登山者の比率は H28 から順に 42.4％→32.8％→ 

22.8％と着実に減少してきている。 



(６)美瑛富士避難小屋で携帯トイレ用小屋型ブースが設置されたら、あなたは携帯トイレを

使用しますか？ 

 

図（６） 

 

アンケート結果より、平成 27 年から試行的に美瑛富士避難小屋へのテント型携帯トイレブース

設置の取組が開始され、常設の携帯トイレブースの設置の必要性及び有効性は明らかであると考え

られる。また、回答内容からも携帯トイレブースを使用した回答者の意識の中に、携帯トイレブー

スを使用することの意義への理解が定着しつつあるような感触が得られてきている。 

 さらに、常設の携帯トイレブースを設置することの有効性は、し尿散乱が減少する等、環境改善

の効果で判断する必要がある。美瑛富士避難小屋周辺の放置し尿、用を足すための踏み分け跡、裸

地の現状について、平成 30 年は７月 15 日、８月４日、11 日の３回調査を実施したところ、７月

15 日に４箇所、８月４日と 11日に各１箇所、合計６箇所で大便の残留物を発見、そのうち３箇所

にティッシュペーパーの残置があった。平成 28 年度調査時の 21 箇所（大便のみ）と比較すると、

平成 29 年度の２箇所、今年度の６箇所と減少してきている。このことからも、携帯トイレ普及活

動による効果が現れつつあり、携帯トイレブースを設置することの有効性は認められるものと考え

られる。 

 

 

 

 

回答者 101 人中 87 人（86.1%）が「携帯トイレを使 

用する」と回答した。H29、H30 と 90％前後の高い

水準で推移している。 

 



《参考》その他のアンケート結果 

問１ 今回利用された登山のコースはどこですか？ 

 

図１ 

 

 

問２（１） 今回の登山は日帰りですか？ 

 

  

H28、H29 と同様「オプタテシケ山往復」が最も多

かったが、「美瑛富士往復」が増加し、併せて、

全体の約 70％を占めていた。 

図２（１） 

「日帰り」の登山者は 27人で、全体の 26.7％だった。

過去 2箇年度に比べて日帰り客が少なく、宿泊客が多

い傾向がみられた。 



（２） 「いいえ」と答えた方にお尋ねします。宿泊する（した）のはどちらですか？ 

 

図２（２） 

問３ 美瑛富士避難小屋では携帯トイレの利用の認知した経緯 

 

「宿泊する（した）」登山者の 78.4％

が「美瑛富士避難小屋」を利用して

いた。 

過去２箇年度は「ホームページ」との回答が

最も多かったが、今回の調査では「友人・家

族」から知らされたとの回答が26人（25.7％）

と最多であった。 

「ホームページ」の 24人（23.8％）でさら 

に「その他」13 人（12.9％）と続いた。 

図３（３） 



問４ 今回の登山に、携帯トイレを持ってきていますか？ 

 (１)携帯トイレ携行の携行頻度 

 

図４（１） 

  (２)携帯トイレを持ってきていない理由 

◯ 「携帯トイレを持ってきていない理由」で最も多かった回答は「日帰りだから」で 23 人 

中 9 人（33.3％）。 

◯ 次点で多かった回答は「処分が面倒」で 5人（16.7％）。これに次いで３番目に多かった 

のは「どんなものか知らない」で 4人（17.4％）。この回答は H28 の調査では 77人中 6人 

（7.8％）、H29 の調査では 0件だったものである。 

 

携帯トイレを携行していた 78人のうち 38 人（52.1％）

が「普段から装備している」と回答。 

携帯トイレ携行の携行頻度（普段から装備しているか否

か）という点では過去２箇年度に比してやや後退。 



●

●

年間 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 推計方法 カウンター設置期間

1 黒岳登山口 約29000程度 約1200程度 約9500程度 約6600程度 約10000程度 約1300程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月29日～10月12日

2 銀泉台登山口（第一花園下） 約10000程度 約100程度 約2300程度 約1300程度 約6000程度 約200程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月28日～10月4日

3 高原温泉登山口（緑岳コース） 約3100程度 約100程度 約1000程度 約700程度 約1200程度 約50～100程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月19日～10月10日

4 高原温泉登山口（沼巡りコース） 約6300程度 約200程度 約500程度 約400程度 約4800程度 約300程度 ヒグマ情報センター利用者数資料 ―

5 クチャンベツ登山口 － － － － － － 熱感知式カウンターからの推計 ―

6 愛山渓温泉登山口 0～50程度 0～50程度 － － － － 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月18日～10月3日

7 姿見の池（裾合平方面） 約10000程度 約800程度 約4900程度 約1400程度 約2800程度 約400程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月20日～10月17日

8 姿見の池（旭岳方面） 約23000程度 約800程度 約8500程度 約6600程度 約6000程度 約1000程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月20日～10月17日

9 美瑛富士登山口 約1000程度 約300程度 約300程度 約300程度 約200程度 約0～50程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月15日～10月10日

10 天人峡登山口 約700程度 40～60程度 約200程度 約200程度 約200程度 － 人感センサー式カメラからの推計 平成30年6月21日～9月25日

11 十勝岳登山口（美瑛岳方面） 約1900程度 約200程度 約700程度 約600程度 約400程度 約50～100程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月15日～10月10日

12 十勝岳登山口（十勝岳方面） 約11000程度 約1100程度 約5200程度 約1600程度 約2800程度 約200程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月15日～10月10日

13 十勝岳温泉（安政火口） 約1900程度 － － 0～50程度 約1700程度 約200程度 熱感知式カウンターからの推計
平成30年8月29日～10月10日
※カウンター故障のため6月
15日～8月28日までデータ欠

14 原始ヶ原登山口 約400程度 約100程度 約50～100程度 約100程度 約50～100程度 約40～60程度 人感センサー式カメラからの推計 平成30年6月15日～10月9日

15 十勝岳新得側登山口 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 国有林入林簿からの推計 ―

16 トムラウシ山（短縮コース）登山口 約2400程度 約200程度 約900程度 約800程度 約500程度 約0～50程度 赤外線式カウンターからの推計 平成30年6月1日～10月23日

17 トムラウシ山（温泉コース）登山口 約100程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 赤外線式カウンターからの推計 平成30年6月1日～10月23日

18 石狩岳登山口 約200程度 約0～50程度 約0～50程度 約50～100程度 約50～100程度 約0～50程度 赤外線式カウンターからの推計 平成30年6月14日～10月24日

19 ユニ石狩岳登山口 約400程度 約40～60程度 約0～50程度 約200程度 約100程度 約0～50程度 国有林入林簿からの推計 ―

20 ニペソツ山（幌加温泉コース）登山口 約1100程度 約100程度 約300程度 約300程度 約300程度 約100程度 熱感知式カウンターからの推計 平成30年6月4日～10月24日

21 白雲山士幌側登山口 約700程度 約200程度 約100程度 約100程度 約100程度 約200程度 国有林入林簿からの推計 ―

22 白雲山鹿追側登山口 約2500程度 約500程度 約500程度 約500程度 約600程度 約500程度 国有林入林簿からの推計 ―

23 東ヌプカウシヌプリ登山口 約1100程度 約200程度 約200程度 約200程度 約400程度 約200程度 国有林入林簿からの推計 ―

24 南ペトウトル山登山口 約100程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 約0～50程度 国有林入林簿からの推計 ―

平成30年度大雪山国立公園入山者数の推計結果（登山者カウンター等カウント値結果）

登山口

対象とする登山口
平成30年度は、下表の登山口を対象とした。位置図は別紙のとおり。なお、現時点では利用者が少なく、登山者カウンターを設置して人数を計測しても、全体数の誤算の範囲に含まれてしまうと考え
られる登山口は対象にしていない。

結果の概要
①月別の入山者数は、最も多い月が９月、その次が７月であると考えられる。
②入山者が多い上位３登山口は、黒岳登山口、十勝岳登山口（十勝岳方面）、姿見の池（裾合平方面）である（データが欠損した姿見の池（旭岳方面）を除く。）。
なお、熱感知式カウンターの精度検証の結果から入山者数の実数はカウント値よりも一定程度少ないと考える必要がある。平成30年度６月～10月期の大雪山国立公園の年間のカウント数を単純に
合計した値について、これまでに実施した精度検証の結果から、仮に誤差が約110％～148％と仮定すると、大雪山国立公園全体の入山者数は約７～10万人程度の間にあると考えられる。

WATANA80
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②明らかなエラー値については、除去した。

●上記の操作を行ったため、次の点に注意が必要である。
①登山口ごとの各月別のカウント値の合計と登山口ごとの年間のカウント値の合計は一致しない。②各月の登山口ごとの人数の合計と、各月の合計の人数は一致しない。

●

● 参考

愛山渓温泉へ至る道道が平成30年７月初旬の大雨で通行止めとなったため、７月以降は同登山口から入山する登山者は把握していない。
クチャンベツ登山口に至る林道が平成28年7月31日の大雨で通行止めとなったため、同登山口から入山する登山者は把握していない。
ウペペサンケ登山口に至る林道が平成28年８月から通行止めのため、これらの登山口から入山する登山者は把握していない。

雪解けの早い然別湖外輪山については４月から入山があり、国有林入林簿からの推計では、４月・５月合わせて、白雲山士幌側登山口が約300程度、白雲山鹿追側登山口が約200程度、東ヌプカウ
シヌプリ登山口が100程度、南ペトウトル山登山口が0～50程度であった。

銀泉台（第一花園上）でも計測をしており、その値は、年間約7,700程度、６月約100程度、７月2,800程度、８月約1,000程度、９月約3,700程度、10月0～50程度であった。銀泉台（第一花園下）の計測値
との差は、銀泉台（第一花園）のみを探勝した人の数を意味する。

姿見の池周回コースのみを散策した者の数は、この表には含まれていない。

登山者カウンターは、雪解け後、できる限り早い時期に設置しようとしているため、設置以前に入山した登山者は把握できない。積雪により登山者カウンターが回収することができない可能性がある
ため、回収を急いだ登山口ついては、撤去後の登山者は把握できない。

①登山口ごとに、月別にカウントした生データの値を記入した。登山口ごとの年間合計と、月別の合計値は、これらの値を単純に足し合わせた値である。

③上記①で求められた値のそれぞれについて、次のように表記した。
　・1000以上の数値については、有効数字を左２桁として、３桁目を四捨五入した。
　・100～999の数値については、10の位を四捨五入した。
　・0～39の数値については「約0～50程度」、40～60の数値については「約40～60程度」、61～99の数値については「約50～100程度」と表記した。

●計測手法ごとに実数に対して多い又は少ない傾向にあるといった計測値の特性が異なること、同じ計測手法であっても熱感知式カウンターの場合は場所により誤差が異なることも考慮に入れて、次の
ように取り扱った。
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平成30年度登山者カウンター設置等箇所 位置図
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① 黒岳登山口 熱感知式カウンター

② 銀泉台登山口（第一花園上・下） 熱感知式カウンター

③ 高原温泉（緑岳コース）登山口 熱感知式カウンター

④ 高原温泉（沼巡りコース）登山口
ヒグマ情報センター利
用者数資料

⑤ クチャンベツ登山口 熱感知式カウンター

⑥ 愛山渓温泉登山口 熱感知式カウンター

⑦ 姿見の池（裾合平方面） 熱感知式カウンター

⑧ 姿見の池（旭岳方面） 熱感知式カウンター

⑨ 美瑛富士登山口 熱感知式カウンター

⑩ 天人峡登山口 人感センサー式カメラ

⑪ 十勝岳登山口（美瑛岳方面） 熱感知式カウンター

⑫ 十勝岳登山口（十勝岳方面） 熱感知式カウンター

⑬ 十勝岳温泉登山口 熱感知式カウンター

⑭ 原始ヶ原登山口 人感センサー式カメラ

⑮ 十勝岳新得側登山口 入林簿

⑯ トムラウシ山（短縮コース）登山口 赤外線式カウンター

⑰ トムラウシ山（温泉コース）登山口 赤外線式カウンター

⑱ 石狩岳登山口 赤外線式カウンター

⑲ ユニ石狩岳登山口 入林簿

⑳ ニペソツ山（幌加温泉コース）登山口 熱感知式カウンター

㉑ 白雲山士幌側登山口 入林簿

㉒ 白雲山鹿追側登山口 入林簿

㉓ 東ヌプカウシヌプリ登山口 入林簿

㉔ 南ペトウトル山登山口 入林簿



 
平成30年度大雪山国立公園パークボランティア年間活動計画 

日 程 場 所        行   事 内容等 
4 月 10 日（火） 東川ＲＨ ４月役員会 18 時～ 

5 月 8日(火) 士幌町 セイヨウオオマルハナバチ防除活動 防除活動 

5 月 11 日(金) 上川町 運営協議会総会  

5/12（土）～13（日） 十 勝 岳 温 泉 
凌雲閣 

５月役員会、総会（十勝岳温泉凌雲閣） 
春山研修 

1 日目：総会 
2 日目：春山研修 

5 月 31 日(木) 層雲峡温泉 自然公園クリーンデー 清掃活動 

6 月 5日（火） 東川ＲＨ ６月役員会 18 時～ 

6 月 7日（木） 東川町周辺 自然公園クリーンデー 
旭岳温泉・天人峡温泉 

清掃活動 

6 月 8日(金) 
6 月 13 日(水) 

層雲峡温泉 外来種防除活動（ルピナス等） 防除活動 

6 月 16 日(土) 
6 月 17 日(日) 
 

十勝岳周辺 
旭岳山頂～ 
間宮岳 

登山道整備 ﾛｰﾌﾟ補強、清掃 
 

6/22(金),25(月) 赤岳 高山蝶パトロール週間（週２回程度） 
※高山蝶の増減傾向把握のためのモニタリングも含む 

密猟防止パトロール 
 

6 月 24 日(日) 赤岳、緑岳、富
良野岳 

高山蝶重点パトロール 密猟防止パトロール 
 

7 月 3日（火） 東川ＲＨ ７月役員会 18 時～ 

7/9(月)～13(金) 然別湖 ウチダザリガニ防除   ザリガニ防除 

7 月 17 日(火) 糠平源泉郷 自然公園クリーンデー 清掃活動 

7 月 14 日（土） 美瑛富士 携帯トイレブース点検パトロール 点検パトロール 

7 月 23 日（月） 愛山渓 登山道整備（永山岳方面ササ刈）  笹刈り 

8月2(木)，21(火), 
23(木),29(水) 

緑岳第二花畑、 
銀泉台入口～ 
コマクサ平 

外来種防除活動（セイヨウオオマルハナバチ、
フランスギク、アラゲハンゴンソウ等） 

防除活動 

8 月 5日(日) 大雪山全域 自然公園クリーンデー 
白金温泉・天人峡温泉・十勝岳温泉                   

清掃活動 

8 月 7日(火) 東川ＲＨ ８月役員会 18 時～ 

8/7(火)、9(木)、 
13(月)、17（金） 

旭岳周辺 セイヨウオオマルハナバチ防除活動週間 防除活動 

8 月 10 日(金) 十勝三股 植生復元活動 下草刈り 

8 月 26 日(日) 原始ヶ原 湿原植生復元モニタリング モニタリング 

8 月 27 日(月) 沼ノ平 湿原植生復元モニタリング モニタリング 
9 月 4日（火） 東川ＲＨ ９月役員会 18 時～ 

9/15(土)～24（月） 赤岳銀泉台 マイカー規制対応                 
※土日祝日＋月・水・金/週 

利用者指導活動、 
受付補助 

9/21（金）～30（日） 高原温泉沼巡
りコース 

ヒグマパトロール対応 
※土日祝日＋月・水・金/週 

自然解説活動、 
受付補助 

9 月 22 日(土) 十勝岳 登山道整備 ﾛｰﾌﾟ緩め、清掃 

9 月 23 日(日) 旭岳周辺 登山道整備 ﾛｰﾌﾟ緩め、清掃 

10 月 2 日（火） 東川ＲＨ 10 月役員会 18 時～ 

10/15(月)～19(金) 然別湖 ウチダザリガニ防除 防除活動 

10/12(金),13(土) 十勝三股 施設跡地植生復元 植樹及び保護柵設置 

1 月 19 日(土) 旭川市内 １月役員会  

2/2(土)～3(日) 日高町 冬期研修会  

1 月～3 月中旬(2
回程度) 

旭川市ペーパ
ン地区他 

スノーモビル等乗入れ規制合同パトロール、
重点パトロール 

 

年間  事務所行事への協力（観察会・フォーラム・協働型維持
管理支援など） 
層雲峡 VCにおける来館者への自然解説等 
一般活動 
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資料２－５　

７月

後半 前半 後半

黒岳 黒岳７合目～黒岳石室

赤岳 銀泉台～（コマクサ平）～赤岳 8月2日実施 8月23日実施

8月7日実施

8月13日実施

8月9日中止

美瑛岳 望岳台～雲の平

十勝岳 十勝岳温泉～富良野岳 8月22日中止

その他の山域 緑岳 高原温泉～緑岳第二花畑 8月21日実施

※この他、平地では士幌町国道沿い（5月7日、8日）、士幌町役場周辺（5月8日）、士幌町食肉公社（5月8日）、上士幌自然保護官事務所（5月8日）、士幌
高原（6月7日）で実施。

８月

平成30年度（２０１８年度）マルハナバチモニタリング実施状況

環境省　上川・東川・上士幌自然保護官事務所

「セイヨウオオマ
ルハナバチ防除
の考え方」で示
されている重要
な山域

山域名 ルート

２０１８マルハナバチモニタリングルート実施期　

8月17日中止姿見・裾合平 旭岳姿見～裾合平



御鉢 

黒岳 沼の平 

赤岳 

緑岳 

白雲岳 

北鎮岳 
当麻岳 

高根ヶ原 

忠別岳 

五色ヶ原 

沼ノ原 

ヒサゴ沼 

小化雲岳 

トムラウシ 黄金ヶ原 

図. 平成３０年度モニタリング実施場所１ 

平成 30 年 8 月 2 日 9:15～12:55 

在来マルハナバチ ３６頭 

セイヨウオオマルハナバチ ０頭 

 

平成 30 年 8 月 23 日 9:50～13:35 

在来マルハナバチ ６６頭 

セイヨウオオマルハナバチ ０頭 

平成 30 年 8 月 7 日 10:20～14:15 
在来マルハナバチ ２５６頭 
セイヨウオオマルハナバチ ０頭 
 
平成 30 年 8 月 13 日 10:24～14:20 
在来マルハナバチ ６０頭 
セイヨウオオマルハナバチ ０頭 

姿見-裾合平 

平成 30 年 8 月 21 日 9:33～14:26 

在来マルハナバチ ８２頭 

セイヨウオオマルハナバチ １頭 



  

オプタテシケ 

黄金ヶ原 

コスマヌプリ 

ベベツ岳 

美瑛富士 

美瑛岳 

十勝岳 

上ホロ山 
富良野岳 

原始ヶ原 

図. 平成３０年度モニタリング実施場所２ 



 
 

図. 平成３０年度モニタリング実施場所３ 

平成 30 年 5 月 8 日 08:30～08:40 

在来マルハナバチ ０頭 

セイヨウオオマルハナバチ １頭 

平成 30 年 6 月 7 日 13:00～14:00 

在来マルハナバチ ２頭 

セイヨウオオマルハナバチ ０頭 

平成 30 年 5 月 7 日 13:00～14:00 

在来マルハナバチ １頭 

セイヨウオオマルハナバチ ５頭 

平成 29 年 5 月 8 日 13:30～14:30 

在来マルハナバチ １頭 

セイヨウオオマルハナバチ １６頭 



マルハナバチ種類 カースト 頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

女王【Q】 7 0 0 0 0

働き蜂【ｗ】 3 3 43 45 18

オス【♂】 4 0 0 0 0

不明【u】 1 0 1 0 0

女王【Q】 9 1 0 6 1

働き蜂【ｗ】 4 50 28 203 34

オス【♂】 0 0 0 0 0

不明【u】 0 0 0 0 0

女王【Q】 0 0 0 0 0

働き蜂【ｗ】 0 2 1 0 0

オス【♂】 0 0 0 0 0

不明【u】 0 0 0 0 0

女王【Q】 1 0 0 0 1

働き蜂【ｗ】 1 9 5 1 6

オス【♂】 0 0 0 0 0

不明【u】 0 0 0 0 0

女王【Q】 4 0 0 0 0

働き蜂【ｗ】 1 1 3 1 0

オス【♂】 0 0 0 0 0

不明【u】 0 0 0 0 0

女王【Q】 0 0 0 0 0

働き蜂【ｗ】 1 0 1 0 0

オス【♂】 0 0 0 0 0

不明【u】 0 0 0 0 0

女王【Q】 0 0 1 0 0

働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0

オス【♂】 0 0 0 0 0

不明【u】 0 0 0 0 0

35 35 100% 16.8 66 66 99% 17.6 83 83 100% 17.0 256 256 100% 65.4 60 60 100% 14.8

マルハナバチ種類 カースト 頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

頭数
種別
小計

種別
割合

１時間あたり
確認頭数

女王【Q】 0 0 0 0 0 0
働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0 0
オス【♂】 0 0 0 0 0 0
不明【u】 0 0 0 0 0 0
女王【Q】 1 1 0 0 0 0
働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0 0
オス【♂】 0 0 0 0 0 0
不明【u】 0 0 0 0 0 0
女王【Q】 0 0 0 0 0 0
働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0 0
オス【♂】 0 0 0 0 0 0
不明【u】 0 0 0 0 0 0
女王【Q】 0 0 0 0 1 0
働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0 0
オス【♂】 0 0 0 0 0 0
不明【u】 0 0 0 0 0 0
女王【Q】 0 0 0 0 1 0
働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0 0
オス【♂】 0 0 0 0 0 0
不明【u】 0 0 0 0 0 0
女王【Q】 0 0 0 0 0 0
働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0 0
オス【♂】 0 0 0 0 0 0
不明【u】 0 0 0 0 0 0
女王【Q】 5 5 1 10 0 1
働き蜂【ｗ】 0 0 0 0 0 0
オス【♂】 0 0 0 0 0 0
不明【u】 0 0 0 0 0 0

6 6 100% 6 6 6 100% 6 1 1 100% 1 10 10 100% 10 2 2 100% 2 1 1 100% 6

平成30年度セイヨウオオマルハナバチモニタリング調査（大雪山国立公園パークボランティア、上川・東川・上士幌自然保護官事務所）

1 3%

0.5

1.4

0.3

14%

6%

5

14

0

13

0.6

銀泉台～第4雪渓

平成30年8月23日

９：５０～１３：３５

3 4% 0.8

51 77% 13.6

4%

2

合計

0%

調査日

調査地

調査時間

平成30年8月2日

銀泉台～コマクサ平

９：１５～１２：５５

エゾヒメマルハナバチ

アカマルハナバチ

（ニセ）ハイイロ

セイヨウオオマルハナバチ

2

40%

0%

37%

0 0.0

3.8

0.0

3.5

エゾナガマルハナバチ

エゾトラマルハナバチ

エゾオオマルハナバチ

3% 0.5

9 14% 2.4

1 2% 0.3

高原温泉～緑岳第二花畑

平成30年8月21日

９：３３～１４：２６

44 53% 9.0

28 34% 5.8

姿見の池園地

平成30年8月7日

１０：２０～１４：１５（２３５分）

45 18% 11.5

209 82% 53.4

0 0% 0.0

7 12% 1.7

0

1 1% 0.2

0 0% 0.0

1 0% 0.3

1 0%

1 1% 0.2

5 6% 1.0

姿見の池園地～裾合分岐途中

平成30年8月13日

１０：２４～１４：２０（２４４分）

18 30% 4.4

35 58% 5.8

0% 0.0

調査地 士幌町国道沿い 士幌町役場周辺 士幌町国道沿い 士幌町食肉公社 士幌高原 上士幌自然保護官事務所

観察時間２２０分

0.3

0 0% 0.0

0 0% 0.0

観察時間２３５分

1 1% 0.2

観察時間２９３分

3

0 0% 0.0

0 0% 0.0

観察時間２４４分

0 0% 0.0

0 0% 0.0

観察時間２２５分

調査時間 １３：００～１４：００（６０分） １３：３０～１４：３０（６０分） １３：３０～１４：３０（６０分） １３：３０～１４：３０（６０分） １３：００～１４：００（６０分） ０８：３０～０８：４０（１０分）
調査日 平成30年5月7日 平成30年5月8日 平成30年5月8日 平成30年5月8日 平成30年6月7日 平成30年5月8日

0 0 0% 0 0 0%

エゾナガマルハナバチ

0 0% 0 0 0% 0 0 0% 0

エゾオオマルハナバチ

1 17% 1 1 17% 1 0 0% 0 0 0% 0 0

0 0 0%

0% 0 0 0% 0

エゾトラマルハナバチ

0 0% 0 0 0% 0 0 0% 0 0 0% 0 0 0% 0 0 0% 0

0エゾヒメマルハナバチ 0 0% 0 0 0% 1 0 0%

アカマルハナバチ 0 0% 0 0 0% 0 0 0% 0 0 0% 0 1

0 0 0%

0

0 0 0% 0 1 50%

00 0 0% 0 0 0% 0

50% 1 0 0% 0

0% 0 1 100% 6

0%（ニセ）ハイイロ 0 0% 0 0 0% 0 0 0%

合計
観察時間６０分 観察時間６０分 観察時間６０分 観察時間６０分 観察時間６０分 観察時間１０分

5 1 100% 1 10 100% 10 0セイヨウオオマルハナバチ 5 83% 5 5 83%



事業執行者
路線名

環境省

＜アクションカムの地上映像＞

愛山渓北鎮岳線/沼ノ平姿見の池線
沼ノ平コース

①

②

③

④

⑤

時間：12分17秒

時間：11分07秒

①

時間：21分29秒

時間：20分53秒

②

WATANA80
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コース距離（往復） 約8.6㎞

時間：8分16秒

③

④

⑤

時間：17分11秒

時間：8分36秒

時間：9分52秒

時間：9分32秒

時間：16分32秒

時間：18分27秒

時間：18分33秒



愛山渓北鎮岳線

＜整備・補修報告書＞

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書

資料②

平成29年度

大雪山国立公園上川地区登山道

補修報告書A

資料②

平成29年度

大雪山国立公園上川地区登山道

補修報告書A

資料③

平成29年度

大雪山国立公園上川地区登山道

補修報告書B



資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書

資料③

平成29年度

大雪山国立公園上川地区登山道

補修報告書B

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書



沼ノ平姿見の池線

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書

資料④

平成29年度

大雪山国立公園上川地区登山道

補修報告書C



愛山渓北鎮岳線

沼ノ平姿見の池線

7区画

8区画

資料①

平成26年度

沼ノ平姿見の池歩道木道改修工

事業務実施報告書



＜登山道追加情報＞

①

②

③
④

⑤

①

②

③

④

⑤

登山道追加情報No.1

登山道追加情報No.3

登山道追加情報No.4

登山道追加情報No.5

登山道追加情報No.2



＜ドローンの上空映像＞

時間：12分07秒

時間：11分49秒

時間：10分04秒



＜アクションカムの地上映像＞

路線名 沼ノ平姿見の池線
事業執行者 環境省・北海道裾合分岐コース

コース距離（往復） 約8.8㎞

①

②

時間：25分41秒

時間：28分15秒

①

時間：43分52秒

時間：34分46秒

②



＜整備・補修報告書＞

沼ノ平姿見の池線

整備・補修報告書等無し



8区画沼ノ平姿見の池線

整備・補修報告書等無し



＜登山道追加情報＞

①

②

③
④

⑤

①

②

③

④

⑤

登山道追加情報No.6

登山道追加情報No.7

登山道追加情報No.8

登山道追加情報No.10

登山道追加情報No.9



＜ドローンの上空映像＞

時間：7分37秒



間宮岳～中岳温泉コース

コース距離（往復） 約2.1㎞

路線名 中岳裾合線/層雲峡勇駒別線
事業執行者 環境省・北海道

＜アクションカムの地上映像＞

①

②

時間：20分04秒

時間：24分03秒

①

時間：11分36秒

時間：16分02秒

②



＜整備・補修報告書＞

中岳裾合平線

整備・補修報告書等無し



層雲峡勇駒別線

中岳裾合線

層雲峡勇駒別線

3区画

3区画

整備・補修報告書等無し



＜登山道追加情報＞

①
②

③
④

⑤

①

②

③

④

⑤

登山道追加情報No.11

登山道追加情報No.12

登山道追加情報No.15

登山道追加情報No.14

登山道追加情報No.13



登山道追加情報一覧

No.1 No.2

No.3 No.4



No.5 No.6

No.7 No.8



No.9 No.10

No.11 No.12



No.14No.13

No.15
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様式第１ 

 

大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナー登録申請書 

 

大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナーシップ事業実施規約第３条に基づき、大雪

山国立公園における携帯トイレの利用推進に係る取組（以下「取組」という。）の案を

以下のとおり作成し、同パートナーシップの登録を申請します。 

 

平成  年  月  日 

 

団体等の住所、名称 

 

代表者氏名                 ○印  

 

大雪山国立公園連絡協議会長 殿 

 

すでに実施してい

る取組の概要 

 

 

 

 

 

 

 

当年度末までに実

施予定がある取組

の概要 

 

 

 

 

 

※２月１日～３月末日までの間に提案を行う場合は、翌年度末ま

での内容とする。 

取組による効果の

見込み 

 

 

 

※可能な限り定量的に記載。 

担当者氏名・連絡先  
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ティッシュ跡

「大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言」に賛同し、携帯トイレの普及に協力する団体等を
携帯トイレ普及パートナーとして登録。取組の輪を広げることで、トイレ問題の解決を目指します。

大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナーシップ事業

携帯トイレ普及のための取組を何かひとつでも行う団体、企業、機関等
【取組例】 携帯トイレの販売を行う、宣言のポスターを掲示しPRする など

携帯トイレ普及パートナー登録の流れ

取組内容と成果の見込みを様式に記載し、大雪山国立公園連絡協議会へ提出
※様式はHPに掲載 http://www.daisetsuzan.or.jp/toilet/

登録証の交付

大雪山国立公園連絡協議会HPに掲載し、取組をPR！

簡単
です！

目 的

宣言発出団体のメリット
（大雪山国立公園連絡協議会＋18団体）

大雪山の環境保全に協力することで
知名度の向上や事業PRにつながる！

トイレ問題に取り組む仲間が増える！
携帯トイレの一層の普及につながる！

登録団体のメリット

携帯トイレ普及パートナーに登録をお願いします！
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大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナーシップ事業実施規約 

 

大雪山国立公園連絡協議会 

平成30年５月11日制定 

 

（目的） 

第１条 

大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナーシップ事業実施規約（以下「本規約」

という。）は、大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナーの登録方法を定め、登録

したすべての団体、企業、機関（以下「登録団体等」という。）が遵守すべき事項

を定める他、大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナーシップ事業（以下「本事業」

という。）するにあたり必要な事項を定めることを目的として制定する。 

 

（事業の趣旨） 

第２条 

本事業は、大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言の趣旨に則り、大雪山国立公園連

絡協議会及び同宣言を大雪山国立公園連絡協議会と共同で行った団体と、団体、企

業及び機関（以下「団体等」という。）が相互に協力し、携帯トイレの利用推進を

図ることで、雄大で原始的な山岳景観と共存する登山を推進するために実施するも

のである。 

 

（取組案の提案） 

第３条 

１ 大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナー（以下「パートナー」という。）の

登録を求める団体等（以下「登録希望団体等」という。）は、次項に掲げる項目

を記載した当該企業等の携帯トイレの利用推進に係る取組（今後実施予定の取組

を含む。以下「取組」という。）を作成し、大雪山国立公園連絡協議会長に申請

することができる。申請書は、別記様式第１によることとする。ただし、登録希

望団体等は、次の各号のいずれにも該当することを要件とする。 

（１）政治団体又は宗教団体でないこと。 

（２）役員等が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成

３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）、暴力

団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）若しくは暴

力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者でないこと。 

２ 取組には、以下の項目を記載する。 

（１）取組の概要。ただし、今後実施予定の取組については、申請の日から当年度

末までに実施予定があるものに限る。 

（２）（１）の取組による効果の見込み 
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（パートナーの登録） 

第４条 

１ 大雪山国立公園連絡協議会長は、前条による申請があった場合において、申請

書に記載された取組が、次の各号の要件に該当すると認められるときは、その登

録希望団体等とパートナーとして登録することができる。 

（１）大雪山国立公園における携帯トイレの利用推進に資するものであること 

（２）取組の内容が具体的であり、実現性が認められること 

２ パートナーの登録は、大雪山国立公園連絡協議会長が登録証を発行することに

より発効する。 

 

（シンボルマークの使用） 

第５条 

パートナー企業等は、「大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言シンボルマーク使用

規約」（以下「シンボルマーク使用規約」という。）に従い、大雪山国立公園携帯

トイレ普及宣言シンボルマークを無償で使用することができる。 

 

（取組実績の報告等） 

第６条 

１ 登録団体等は、大雪山国立公園連絡協議会会長が、当年度の取組実績（大雪山

国立公園携帯トイレ普及宣言シンボルマークの使用実績等を含む。）及び取組に

よる効果について、報告をもとめた場合これに回答する必要がある。 

２ 前項に基づき報告された内容は、大雪山国立公園連絡協議会のホームページ、

SNS 等により、公表することがある。 

 

（登録の期間） 

第７条 

１ 第４条第１項の登録の有効期間は、登録した日から当年度末日までとする。た

だし、期間満了の２ヶ月前までに特段の意思表示がない場合には、１年間更新す

る。 

２ 前項の規定は、パートナーの登録をさらに更新する場合にも準用する。 

 

（是正の要求） 

第８条 

大雪山国立公園連絡協議会長は、登録団体等又はその関係者が、次のいずれかに

該当する場合、当該登録団体等に対し、是正を求めることがある。 

（１）本規約に違反し、またはその疑いがあると認められる場合 

（２）シンボルマーク使用規約に違反し、またはその疑いがあると認められる場合 

（３）その他、本事業の趣旨に反する行為を行い、またはその疑いがあると認めら



 

れる場合 

 

（パートナーシップの解消等） 

第９条 

１ 大雪山国立公園連絡協議会長は、次に掲げる場合には、パートナーの登録を解

消することができる。 

（１）不正の手段により第４条第１項の締結を行った場合 

（２）第６条第１項の報告が行われないなど、登録団体等の取組が不十分であると

認められた場合 

（３）登録団体等に重大な法令違反又は公序良俗違反が認められた場合 

（４）大雪山国立公園連絡協議会長からの是正の要求に応じなかった場合 

（５）その他、解消に合理的な理由があると大雪山国立公園連絡協議会長が認めた

場合 

２ 次に掲げるときには、パートナーシップは効力を失う。 

（１）大雪山国立公園連絡協議会長が前項の規定に基づきパートナーの登録を解消

する旨、パートナー企業等に伝達したとき 

（２）倒産、解散、合併その他の理由により登録団体等が消滅したとき 

（３）登録団体等がパートナーの登録の解消を申し出て、大雪山国立公園連絡協議

会長との間で合意が得られたとき 

３ 登録団体等は、前項第２号に該当するに至ったときは、その旨を大雪山国立公

園連絡協議会長に報告しなければならない。 

 

（規約の改訂等） 

第10条 

１ 本規約は、大雪山国立公園連絡協議会により必要に応じて改訂される場合があ

る。その場合は、改訂後に登録団体等に通知する。 

２ 本規約の改訂により登録団体等に不利益が生じた場合も、大雪山国立公園連絡

協議会はその責任を負うものではない。 

 

附則 

本規約は、平成 30 年５月 11 日から施行する。 



 

平成 30 年５月 31 日 

 
大雪山国立公園 登山道関係者のみなさま 
 

大雪山国立公園連絡協議会 
（事務局：上川・東川・上士幌自然保護官事務所） 

 
 

「大雪山国立公園オリジナル携帯トイレ」の販売に関するご案内 

 
 
自然公園行政の推進につきましては、日頃より御理解、御協力をいただき、感謝申し上げます。 

さて、大雪山国立公園連絡協議会では、携帯トイレの普及を進めるため、平成 29 年度に「大

雪山国立公園オリジナル携帯トイレ」を作成いたしました。 

平成 30 年度からは大雪山地域を代表して、平成 29 年度に多くの販売実績があった株式会社り

んゆう観光様にメーカーからの仕入れを一括で実施いただくこととなりましたので、お知らせい

たします。 

携帯トイレの本格的普及を進めるためには、携帯トイレが登山装備品と同様に位置づけられる

こと、また、携帯トイレの普及体制の継続性を確保する必要があります。そのためには、民間の

手によって自律的に流通することが重要と考えています。 

 

つきましては、各関係団体・事業者のみなさまにおいて、「大雪山国立公園オリジナル携帯ト

イレ」を購入する場合は、下記窓口までご連絡ください。 

また、販売いただける可能性のある団体・事業者に周知にご協力いただくとともに、販売の意

向を持つ事業者があれば、下記連絡窓口まであわせてご一報をお願いいたします。 

 大雪山国立公園が抱える山岳地のトイレ問題解決のため、携帯トイレの販売に積極的なご協力

をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

＜本状連絡先＞ 

大雪山国立公園連絡協議会事務局 

環境省 上川自然保護官事務所 首席自然保護官 桝 厚生 

〒078-1741 上川郡上川町中央町 603 

TEL. 01658-2-2574 FAX. 01658-2-2681 

MAIL. KOUSEI_MASU@env.go.jp 

大雪山国立公園オリジナル携帯トイレに関する連絡窓口 

株式会社りんゆう観光 層雲峡事業所（担当：白石氏） 

〒078-1701 北海道上川郡上川町層雲峡 

TEL. 01658-5-3031 FAX. 01658-5-3019 

※価格（税込み）：１個３５０円（送料別途）※最小販売単位 ：５個 
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大雪山国立公園オリジナル携帯トイレ

大雪山国立公園オリジナル携帯トイレ販売体制

（平成30年度～）

登 山 者

携帯トイレ製造メーカー

仕入れ事業者（※）
株式会社りんゆう観光

発注 販売

○○ホテル登山用品店 ○○センター 大雪山国立公園
連絡協議会

協力依頼
情報提供

（※）例えば、知床国立公園では安田商事株式会社様が、
屋久島国立公園では屋久島観光協会様が、仕入れ事業者となっています。
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平成 30 年度 大雪山国立公園における主な活動実績 

 

地域政策推進事業 

■  自然観察会 

1 目  的：山岳トイレや登山道侵食等の問題を認識するという環境保全意識の醸成を図るとともに､高山植物や広大な風景などの魅力をＰＲする自然観察会を実施。 

2 対  象：登山初心者を中心とした一般公園利用者 

3 実 施 内 容：高山植物の保護･山岳トイレの現状･登山道の荒廃状況等についての事前レクチャー・施設概要説明・維持管理作業及び啓発活動等の実施など、環境保全

を中心とした山岳ツアー 

4 実 施 結 果：下記のとおり 

 

  
 
 
 

一般人数
ガイド

対応職員数
備考

① 黒岳～間宮岳～裾合平コース 7/21（土） 7/3(火)～7/12(木) 12 15 12 17 12
佐久間弘氏
職員4名

② 大雪高原温泉沼めぐり・ヒグマ観察コース 7/28（土） 7/9(月)～7/19(木) 17 30 17 21 17
山本牧氏
職員3名

③ 美瑛富士　山のトイレ問題を学ぶ1 8/4（土） 7/17(火)～7/26(木) 12 17 12 18 12
双樹智道氏

環境省　斎藤明光氏
職員4名

④ 黒岳・お鉢平　山のトイレ問題を学ぶ2 8/25（土) 8/6(月)～8/16(木) 15 15 15 濱田耕二氏 台風の影響により中止

⑤ スノーシューツアーin東川町 1/19(土) 12/18(火)～1/9(水) 15 鳥羽晃一氏

71 77 56 56 41 15 -

コース 実施日 募集期間
募集
人数

応募
人数

実施人数

合計

採用
人数

資料 3 
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■ 登山道保全技術セミナー 

1 目   的：登山道の浸食・拡幅・複線化等、登山道の荒廃が大雪山国立公園内において顕在化している一方で、広大かつ山深い大雪山の登山道を行政機関だけで

適切な維持管理を実施していくことは限界があることを背景に、ボランティア等による協働型管理の取組みが始まっている。 

       このような状況の中、山岳関係者や一般登山者を対象とした登山道保全技術セミナーを実施し、登山道荒廃のメカニズムを理解したうえで、適切な登

山道補修整備に従事できる人材育成を図る。  

2 実 施 者：北海道上川総合振興局が大雪山・山守隊に委託して実施 

3  協 力 者：黒岳お鉢平：株式会社りんゆう観光、大雪山国立公園上川地区登山道連絡協議会、環境省 上川自然保護官事務所、環境省東川自然保護官事務所、 

             上川中部森林管理署、上川町役場、層雲峡ビジターセンター、おかファーム、層雲峡ホステルほか 

       旭岳裾合平：旭岳ロープウェイ、医療法人 社団 創成、環境省上川自然保護官事務所、環境省東川自然保護官事務所、YAMAtune、 

（株）トップ・クリエーション、おかファームほか 

4 対   象：一般登山者、山岳会、関係行政機関等の山岳関係者 

5 内   容：荒廃した登山道区間のうち、実施場所の中からアクセス面、適した補修方法等を考慮して具体的なセミナー実施適地を選定し、導流工、 

路面保護、法面保護等の保全技術について実践作業を通じて参加者の理解促進及び技術習得を図る。 

6 実施結果：下記表のとおり 

 
 

 

 

 

①
たまには山へ恩返しin黒岳

（黒岳雲の平）
8/18(土) 71

②
たまには山へ恩返しin旭岳

（旭岳裾合平）
9/1(土) 53

（内訳）

場所 実施日 参加人数

1439

一般登山者
人数

56

山岳関係者
人数

15
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例年実施しているもの 

■ 高山植物保護対策事業（高山植物盗掘防止パトロール及び監視活動） 

 
 

■ 自然公園施設維持管理 

   自然公園内に所在する北海道管理の各種施設（公衆トイレ・避難小屋(トイレ含む)ほか）について、適宜維持管理を実施。 

   参考：平成３０年度黒岳トイレ維持管理 

供  用  期  間：6/20(水)～10/4（木） 

清掃 ( 汲み取り )：7/17～9/21 の期間については、当該トイレの維持管理作業をＮＰＯかむいに委託 

 

■ 自然公園利用者指導 

   自然公園利用者に対し、適正な公園利用や環境保全意識の理解促進を促すため、次のとおり実施するとともに、必要に応じ職員による指導業務を実施。 

  （ 高原温泉地区利用者指導業務（受託者：風の便り工房）、旭岳ビジターセンター管理運営委託業務（受託者：東川町）等） 

① 銀泉台～赤岳～小泉岳

② 天塩岳往復 実施なし

備考実施場所 実施日 協力者（局以外）

実施なし

合計人数



歩道維持管理作業実施報告書 
計画者 富 良 野 山 岳 会 
担当者 山 名 賢 一 
 電子メール k.yamana@snow.plala.or.jp 
 電話番号  ０９０－２６９９－４３３１ 
作業日時 平成 30 年 6 月 10 日（日） 
参加人数 2 6 名 
施行内容 原始ケ原・富良野岳 登山道整備作業 
実施結果 
[Ⅰ] 例年 6 月第 3 日曜日に、原始ケ原・富良野岳の山開きを実施している。 
    その 1 週間前にコース整備を実施している。 
  作業内容 
   １、市道から登山口山小屋まで、大型バスの通行に支障の無いよう道路 
 沿いの支障木除去及び枝払いを、チエンソーで実施。 
 
   ２、刈払機でササ刈払い除去。刈払機は個人所有とリースを使用。 
      
   ３、チエンソーで風倒木を伐採・除去処理。チエンソーは個人所有。 
 
   ４、案内看板の補修整備。 
 
   ５、崖崩れ等危険個所・コース案内用赤テープ付け。 
 
  参加者名簿 ※参加者には当会で障害保険に加入している。 
  （男） 秋葉・山名・水間・久保・阿部・青木・池内・南部・鈴木・ 
 渡邉・中村・大井・兼平・宮本・垣内・ 
  （女） 大屋・畑嶋・山本・田島・千葉・平間・渡辺・小川・金一・ 
      玉木・近田・           26 名 
 
[Ⅱ] 今後必要な登山道対応 
   ＜重要な整備計画＞ 

１、原始ケ原 滝コースの丸太橋（2 ヶ所）の整備。 
平成 28 年 8 月の台風・河川氾濫により丸太橋が流失し、滝コース 

    は通行止めとしている。 
     橋周辺には適当な立木が無く、今後は「吊り橋」又は「永久橋」 
   の設置が必要である。登山者からの要望もある。 

記録担当者  山名賢一 
 

資料４ 
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２０１８年１２月１８日 

 

２０１８年 山のトイレを考える会からの活動報告 

 

１．美瑛富士・携帯トイレシステム試行４年目の実施 

  ２０１７年に引き続き環境省東川自然保護官事務所等と美瑛富士トイレ管理連絡会

（北海道の山岳９団体）が協働し、美瑛富士避難小屋の携帯トイレブースの点検パトロ

ールを実施しました。荒天で中止の団体もありましたが、環境省の協力もあり全部で９

回実施することができました。 

  今年も９月５日の台風によってブースが倒壊、９月１４日に環境省で再設置しました。 

環境省東川自然保護官事務所、北海道の山岳９団体、回収ボックスの維持管理、使用

済み携帯トイレの処分を引き受けて頂いた美瑛町と上富良野町の関係者の皆さま、そし

て涸沢林道のゲート番号問い合わせ時に登山者に携帯トイレの使用を呼びかけていただ

いた旭川中部森林管理署に感謝申し上げます。 

  

  

携帯トイレブースの設置を終えて ３年連続でブースが強風で倒壊 

  

 ［２０１８年 点検パトロール実施結果］ 

６月 ６月２４日（日） ブース設置（環境省 他） ８月１９日（日） 荒天のため中止 

７月 ９日（日） 荒天のため中止 ８月２０日（月） 日本山岳会北海道支部 

７月１４日（土） 大雪山国立公園 PV連絡会 ９月 ２日（日） 道央地区勤労者山岳連盟 

７月２２日（日） 札幌山岳連盟 ９月１４日（金） 環境省（ﾌﾞｰｽ倒壊、再設置） 

７月２９日（日） 北海道山岳連盟 ９月１９日（水） 北海道山岳ガイド協会 

８月 ４日（土） 道北地区勤労者山岳連盟 ９月２９日（土） ブース撤去（環境省） 

  

また、美瑛富士避難小屋に無料の携帯トイレを配備（１５０個用意）し、携帯トイレ

を所持していない登山者に使用してもらう試みを行いました。各山岳団体に不足分をそ

の都度補充、１１３個が持ち出されました。ティッシュや汚物の散乱減少と認知度向上

に寄与したと考えています。 

 

WATANA80
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２．美瑛富士のティッシュと汚物は減ったか？ 

２０１５年から試行実施して４年目が終わりました。果たしてティッシュや汚物の散

乱は以前と比較して減ったのでしょうか。２００４年９月５日に山のトイレを考える会

で清掃登山を実施しました。この時はティッシュ１４２個、汚物５１個を回収しました。 

  今年はティッシュ２１個、汚物７個を回収。この４年間の回収数は２００４年と比較

するとかなり減ってきており、携帯トイレブースや回収ボックスの設置と広報等いろい

ろな施策の結果と思います。 

携帯トイレの所持率を上げるため、使用し易い環境整備と広報そして地道な啓発活動

を続けていきます。 

       （図）美瑛富士のティッシュと汚物回収数の年度推移 

 
 

２．トムラウシ南沼汚名返上プロジェクトに協力 

１）十勝総合振興局環境生活課が事務局になって昨年４月に発足した「トムラウシ南沼

汚名返上プロジェクト」の２年目の事業の一つであるアンケート調査に協力しました。 

７月２８日～２９日、トムラ南沼でのアンケート調査では１９枚回収、携帯トイレ

ブースの使用動向調査も併せて実施しました。 

 昨年同様、トムラウシ少年グリーンクラブの２３人パーティの小中学生１０人がテ

ント泊登山者に携帯トイレを配布していました。 

  

トムラウシ南沼のアンケート調査 トムラウシ少年グリーンクラブの皆さんと 
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２）大雪山国立公園上川地区登山道維持管理連絡協議会（以下協議会）との協働 

協議会にお願いして白雲岳避難小屋用に携帯トイレ２５０個を考える会から提供

しました。必要とする登山者（トムラウシ南沼方面縦走者等）から協力金を頂いて

提供し、所持率を向上する試みです。トムラ方面の縦走者は携帯トイレ所持者が多

く、白雲岳避難小屋での提供は少なかったようです。 

 

３）東川町大雪山国立公園保護協会（以下保護協会）との協働 

   昨年同様、旭岳ロープウェイ姿見駅で、保護協会から登山者等へのレクチャーを

受託しているＮＰＯ法人大雪山自然学校が啓発用のパネルを掲示、特に縦走登山者

(トムラウシ南沼方面等)に対し携帯トイレの所持を呼びかけて頂きました。 

 

３．大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言について 

   私たちの念願であった「大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言」が大雪山国立公園連 

絡協議会と北海道の１８山岳団体共同で７月１０日、上川町の大雪森のガーデンにて

発表されました。この宣言について「山と渓谷社」から投稿依頼があり、８月号に別

紙の記事を掲載させていただきました。 

 

４．２０１８全道一斉山のトイレデーファイナルを実施 

   多くの皆さまに支えられ２００１年から毎年実施してきた山のトイレデー。「大雪山 

国立公園携帯トイレ普及宣言」が発表されたことを契機に今年を最終回としました。 

９月２日に北海道の１５箇所の登山口で、山のトイレマナー袋やトイレマップを配

布、トイレ紙やゴミを拾う清掃登山を行いました。参加者は４６名。山のトイレマッ

プ３０７部、山のトイレマナーガイド１９４部、山のトイレマナー袋４０７袋、マナ

ーカード４１枚を配布することができました。 

 

  

ニセコアンヌプリでのトイレデー 利尻山でのトイレデー 

 

（以 上） 



大雪山国立公園 表大雪地域 登山道関係者による冬期情報交換会 提出資料 

 

              「山と渓谷」２０１８年８月号に掲載 



東川愛護少年団講習会　講師

　　　　合同会社　北海道山岳整備

　　　　　　　　　　　201８年度　活動報告書

トムラウシ南沼植生復元「汚名返上プロジェクト」　復元業務

「たまには山へ恩返しin旭岳」　技術講師

「たまには山へ恩返しinトムラウシ」　技術講師

「たまには山へ恩返しin黒岳」　技術講師

トムラウシカムイ天上　登山道整備業務

中岳分岐～間宮岳　登山道整備業務

愛山渓・裾合平・当麻乗越・間宮岳・沼の原等　巡視業務

美瑛富士携帯トイレブース設置回収業務

今期活動内容

WATANA80
資料６



愛山渓巡視 巡視コース　　三三曲分岐～当麻乗越

イズミノ沢に架かる橋
昨年からの曲がりがさらに増している。
ロープ手すりを設置し、歩行は可能。

滑落による死亡事故が発生。
滝の脇の急斜面についたルートは残雪期は非常に危険な個所
だった。危険性に関して、関係者は知っていることでも、登山者

に告知できなかったことが非常に悔やまれる。

当麻乗越の標柱に愛山渓温泉の通行止め情報を表示（環
境省）。10月に回収。

英語等４か国語表記で、外国人にも対応した表示板。

一部ササが伸び始めている。
歩行に大きな支障はないが、来期以降の刈り払いが望まれる。

7月初旬まではヒグマと遭遇した登山者あり。
8月以降の巡視でも足跡やフンがあり、気配は多かっ

た。

7月中旬の豪雨により、愛山渓温泉までの町道が通行止めになり、今期は開通するこ

とは無かった。その後数回の巡視を行なったが登山道には大きな問題は見られない。来

期の8月頃に開通予定との情報あり。



7月初旬の豪雨により大きく崩壊した間
宮城周辺。距離40mほどが侵食されて
おり、場所によっては1.5mほどの陥没状
態になっている。
侵食箇所の過去との対比を行ない情報
発信し、北海道大学の先生に協力を仰
ぎ状況判断をしていただき、環境省東川
事務所が急きょに施工業務を発注。
土壌の移動防止施工を行ない、今後流
水侵食が起きても土壌流出を防ぐことを
想定している。今後もモニタリングをしつつ
追加施工を行なっていくことが望まれる。

裾合平、間宮方面　巡視 巡視コース　　姿見園地～当麻乗越、中岳温泉～間宮岳

ピウケナイ沢の渡渉。
昨年までの飛び石が完全に流されていたが、

チェンブロックを使用し大きい石材を使って飛び石を施工。

7月初旬の豪雨により中岳温泉の位置が変わった。
川の流れる位置も変わり、登山道に入り込んでいる場

所もあり、今後の対応が必要。

イズミノ沢に架かる橋
雪の重みが原因と思われる曲りが発生。歩行はできる。

秋の台風後には橋がズレていたが、修正済み。
この冬の降雪で曲りが強くなる可能性あり。

全域にわたって刈り払い（機械刈り）が完了。

整備イベント

「たまには山へ恩返し」

施工箇所

・今期の印象として、昨年と比べても外国人登山者の割合が非

常に増えたと思われる。

・御鉢平で作業していても、日によっては8割の方々が外国人

だった時もある。

・遭難対策、案内表示、標識等は外国人向けに整備されてい

るとは言えず、今後の対策が急務である。



中岳分岐～間宮岳　登山道補修

過去の事例から、砂礫の流水侵食箇所に石材や木材などを使用した場合、流水は硬いものを避けて柔らかい
場所を侵食することが考えられたため、砂礫を活用できる資材を使用し、浸透を考えた施工とした。
できるだけ現地の環境と同じくなるような施工が望ましいと考えた。

人みちと水みちを分離。
水みちには土砂が溜まるように

土留めを配置。

崩れの片側を埋め立てて人みちとした。
人みちは法面の土留めになるように

片側に寄せて配置。

今後の流水による土壌流出が土留めで留ま
るように深さある土留めを配置。



トムラウシカムイ天上ぬかるみ防止

今期は降雨が少なく、シーズン中もぬかるむことが少なかったが、ぬかるむことが多い紅葉時期に出会った地元登山者の
方からはぬかるみの改善が進んでいるという声を多く聞いた。また「新道区間の上部のぬかるみがひどい」、という声が多
かったが、圧倒的に激しいぬかるみだった下部が改善されたことにより上部のぬかるみが目立つようになったと考えられる。
昨年までに改善された個所では、法面に植物の復元も見られ、今後の変化が期待できる。

カムイ天上

・本業務では約250mに渡って、新規木道の設置と、既存

木道の再設置を行なった。

・約230本の木材を荷上げ、使用し、基の新規木道及び基

の再設置を行なった。

・昨年までの施工及び今期の山守隊イベントでの施工区間

を合わせ、泥濘区間の約半分で木道が繋がった。

2017年までの

施工区間

山守隊イベント

施工区間

本業務

施工区間
新道区間

残りの泥濘区間



美瑛富士携帯トイレブース設置回収

設置日  :  2017年6月24日（日）

作業者　　　合同会社　北海道山岳整備３名

作業・同行者　  環境省東川自然保護官事務所
　　　　　　　　　　美瑛山岳会
　　　　　　　　　　山のトイレを考える会
　　　　　　　　　　朝日新聞旭川市局

撤去日  :  2017年9月29日（土）

作業者　　　合同会社　北海道山岳整備

作業・同行者　  　環境省自然保護官事務所
　
9月初旬に北海道に上陸した台風により倒壊、９月１４日に
代わりのブースを環境省東川自然保護官事務所が設置。

29日に回収。

3年連続で倒壊。テントは強風に弱い。また、携帯トイレブースとしても狭い。
しっかりとしたブースになることが望まれる。



トムラウシ南沼野営指定地植生復元業務

＜南沼野営指定地空撮＞
・2017年にヤシネットによる植生復元工
を行ない、2年目の復元施工と前年のモ
ニタリング。

・夏季、紅葉時期2回のモニタリングと紅
葉時期に今期の施工を行なった。

・モニタリングによる前年施工の判断結果
から、今期の施工手法を検討し、野営
指定地周辺にある数本のトイレ道のう
ち、1本のルートで施工。

・許可を得てドローンでの記録を行なっ
た。

＜今期の施工箇所（トイレ道）＞

＜2017年施工箇所＆モニタリング＞

・前年度の施工をモニタリングすることで、
「何が、どのように、なぜ」変化したのかを
記録、検討し、2018年の施工に繋げる
ことを目標とした。

・施工により、復元への変化が起きた場
所と、全く変化しなかった場所、以前と同
じように侵食が進んだ場所等があり、同じ
施工をしても周辺の環境により結果が大
きく違うことがわかった。

三川台へ向かう登山道

流水侵食、複線化、

土壌堆積が起きている

テント場

2017施工箇所
モニタリング

携帯トイレブース



トムラウシ南沼野営指定地植生復元業務

・ヤシネットに土壌を巻き込んだものを土留めとし
て使用。

・ヤシネットを何も入れずに丸めてたものを土留め
として設置。

・土壌堆積が起きている場所には、
上部で土留めをするとともに、流水と
一緒に流れてくる種子を受け止める
ことを考えてヤシネットを丸めたものを
広範囲に設置。

・引っかかった種子からの発芽を期待
している。

2018年植生復元施工ルート全景

25ｍ

16ｍ

17ｍ

テント場

33ｍ

20ｍ

18ｍ

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

施工箇所
A

施工箇所
B

施工箇所
C



「たまには山へ恩返しin黒岳」　技術講師

「たまには山へ恩返しinトムラウシ」　技術講師

・7月21.22日トムラウシで行なわれた整備イベント。
・カムイ天上上部の泥濘区間に小規模な木道を設置するた
め、木道組上げ手順や設置場所、設置のコツ等々を指導。
・約250m、89基の木道を設置。

・8月18日昨年に引き続き、黒岳（雲の平）で行なわれた整備イ
ベント。
・2016年の大規模な侵食があり、昨年は法面保護、今年は路床
の保護を行なった。
約70人が問題なく作業できるように段取りを行なった。
・施工前に、侵食原因を解説。なぜ施工が必要なのかを
理解してもらい、作業に当たった。
・70名を数班に分け、各班⾧は前もって下見をし、図面を渡し、参
加者が作業内容を理解できるように段取りを行なう。



・9月1日に裾合平で行なわれた整備イベント。前もって施工イメージ図を作り、当日は各班⾧に指示。
55名の作業者を4班に分けて作業。参加者に指示がいきわたるように配慮。

・ヤシネットによる法面保護、ジオウェブによる路床保護、木道再設置、崩れた木道の撤去などを指導した。

イメージ図 施工後

「たまには山へ恩返しin旭岳」　技術講師



東川愛護少年団講習会　講師
・東川愛護少年団（東川町内中学生、先生、エコツーリズム協議
会）との登山道管理に関する講座。
・登山道の管理とはゴミ拾いやロープ張りだけでなく、調査・設計・整備・
モニタリングなど様々にある。昨年は少年団活動の中で実際の整備を体
験してもらい、今期は調査を体験する講座とした。
・当日は悪天候のため屋内講習となったが、goproでの動画とドローン
での調査票を見つつ、裾合平分岐～中岳温泉間のすべての木道を調
査することができた。
・この調査結果は、北海道山岳整備がとりまとめ、後日北海道に提出
する予定。
※ドローン撮影はエコツーリズム協議会大塚氏と山守隊が行なった。

・侵食の程度をランク分け
し、動画を見つつ、あては
まるランクに振り分ける。

・問題なし～危険な状態
まで5ランク。

・木道3.6ｍ、1.8ｍ含
めて169基の調査。

・動画の情報量は極めて多く、現場歩行時に気付かないことでも動画で気が付く事柄もある。しかし、勾配などの情報や危険度、安全性などの感
覚的な事柄は実際に現場を経験しなければ理解できない。それらを踏まえて、ツールの一つとして大いに活用すべきと考える。



調査記録表東川愛護少年団講習会



平成 30 年度 活動報告 

 

旭岳ビジターセンター・東川エコツーリズム推進協議会 

髙橋可翔 

 

≪エコツーリズム推進協議会での活動≫ 

◼ 東川町大雪山愛護少年団 

➢ 東川町大雪山国立公園保護協会からの委託で、東川中学校の団員たちと一緒に旭岳・天人峡地区の清

掃や登山道整備活動をおこない、町内の若い世代にも大雪山国立公園の利用と保全に積極的に関わ

ってもらっています。 

➢ 8 月に予定していた裾合平での登山道整備活動は、台風の影響により残念ながら実施できず、大雪山

山守隊の岡崎さんを講師にお招きし屋内での座学講習となりました。 

➢ その他、当協議会では大雪山山守隊の登山道整備イベントにも参加させていただきました。 

 

≪旭岳ビジターセンターでの活動≫ 

◼ 残雪期の天女が原湿原・裾合平登山道マーキング 

6 月上～下旬、残雪期の道迷い遭難が多く発生している登山道に、ピンクテープ等でマーキングを行

っています。 

◼ 天女ヶ原湿原登山道の刈り払い 

笹薮が倒れて道が不明瞭となる残雪期と、葦やシダ植物などが生い茂り道に覆いかぶさる 7～8 月に

刈り払いを行いました。 

◼ 旭岳温泉自然探勝路の整備 

旭岳温泉街にある散策コース。バスの待ち時間や観光ついでの散策で訪れる利用者が多いコースの

ため、誰でも気軽に歩けるようこまめに整備をしています。 

刈り払い・倒木処理・マーキングなど。（コース詳細は別紙参照） 

① 倒木により昨年から通行止めとなっていたクマゲラコース(0.4km)の倒木を処理し、今年 10 月

に開通となりました。 

② 温泉街クロスカントリースキーコース（ワサビ沼湿原探勝路）の入り口がわかりにくかったた

め、刈り払いとマーキングを実施しました。 

③ 9 月の台風 21 号により同上コース上に 3 カ所の倒木。スキー合宿時期前に、旭岳自然保護監視

員により処理済。 

WATANA80
資料７



≪別紙資料≫ 旭岳温泉街自然探勝路マップ（赤いマークが今期整備を行った個所です） 

 

↘ワサビ沼湿原探勝路 

（冬期クロスカントリー 

スキーコース） 



平成 30 年度 沼ノ原地区周辺 作業箇所 
 

上川自然保護官事務所請負業務、 
北海道山岳整備実施  
沼ノ原登山道点検等 

資料８－１ 



平成 30 年度 層雲峡地区周辺 作業箇所 

 

上川自然保護官事務所 
・登山道利用者数調査（黒岳） 

上川総合振興局 環境生活課 
・6/20～10/4 黒岳トイレ維持管理作業（7/17～9/21 は NPO かむいに委託） 
・黒岳～間宮岳～裾合平縦走 自然観察会・環境保全ツアー 
・黒岳・お鉢平 自然観察会・山のトイレ問題を学ぶツアー 
・黒岳 お鉢平 登山道補修セミナー ※大雪山・山守隊へ委託 

資料８－２ 

大雪山国立公園連絡協議会 
・黒岳石室 携帯トイレ普及キャンペーン 

層雲峡ビジターセンター 
・インターン 2 名が「たまには山へ恩返し in 黒岳」に参加 

山岳レクリエーション管理研究会 
・「たまには山へ恩返し in 黒岳」に参加 



平成 30 年度 白雲避難小屋・高原温泉地区周辺 作業箇所 

 

上川総合振興局 環境生活課 
・高原温泉 自然観察会・ヒグマ観察 
・高原温泉地区利用者指導業務 
（受託者：（有）風の便り工房） 

大雪山国立公園パークボランティア連絡会 
・赤岳、緑岳 高山蝶パトロール 
・高原温泉マイカー規制ヒグマ対応支援 
・銀泉台マイカー規制利用者指導 
・赤岳、緑岳 外来種駆除活動、セイヨウマ

ルハナバチモニタリング 

資料８－３ 

山のトイレを考える会 
・白雲岳避難小屋 
携帯トイレ 250 個提供 

上川中部森林管理署 
・高原温泉～緑岳を中心に簡易な補修を実施 

上川自然保護官事務所 
・白雲岳避難小屋 建替え検討 
・登山道利用者数調査（高原温泉地区、銀泉台地区） 

大雪山国立公園連絡協議会 
・白雲岳避難小屋 
携帯トイレ普及キャンペーン 



平成 30 年度 雲の平・北海平 地区周辺 作業箇所 

 

公益社団法人 日本山岳会北海道支部 
・6 月～9 月延べ 114 日間  
道委託による高山植物盗掘防止パトロール実施 

資料８－４ 

山岳レクリエーション管理研究会 
・間宮岳登山道崩壊箇所の聞き取り調査同行 
・「たまには山へ恩返し in 旭岳」に参加 

大雪山国立公園パークボランティア連絡会 
・旭岳 9 合目～中岳分岐 登山道整備 
・姿見の池 セイヨウオオマルハナバチモニタリング 

山樂舎 BEAR ベア 
・「たまには山へ恩返し in 旭岳」に参加 

大雪山倶楽部 
・大雪山・山守隊等、登山道整備イベントへ参加 



平成 30 年度 愛山渓地区周辺 作業箇所 

 

資料８－５ 

上川自然保護官事務所 
・松仙園地区の整備工事（荷揚げのみ）、 
適正利用推進協議会の開催（予定） 

・登山道利用者数調査（愛山渓地区） 

上川自然保護官事務所請負業務、 
北海道山岳整備実施 
・登山道点検等業務 



 
 

南部森林室 
旭岳地区 7 月～9 月 全 12 回 
高山植物巡視及び普及啓発活動 

山のトイレを考える会 
・東川町大雪山国立公園保護協会と協働し、旭岳ロープウェイ姿見駅

で、レクチャー時に携帯トイレ所持の呼びかけ、啓発用のパネル掲示 

平成 30 年度 旭岳周辺 作業箇所 

上川総合振興局 環境生活課 
・裾合平 登山道保全技術セミナー ※大雪山・山守隊に委託して実施 
・旭岳ビジターセンター管理運営委託業務（受託者：東川町） 

東川自然保護官事務所請負業務、北海道山岳整備実施 
・沼ノ平～姿見の池線、中岳温泉～間宮分岐線 
登山道点検等業務 

資料８－６ 

東川自然保護官事務所 
・登山道利用者数調査

（旭岳、裾合平） 



 

平成 30 年度 天人峡周辺 作業箇所 資料８－７ 

東川エコツーリズム推進協議会 
・東川町大雪山愛護少年団と清掃・登山道整備活動 
 （登山道講習会委託：北海道山岳整備） 
・大雪山・山守隊主催のイベントに参加 
・残雪時の天女ヶ原湿原、裾合平の登山道マーキング 
・天女ヶ原湿原の刈り払い 
・旭岳温泉自然探勝路の整備 

東川自然保護官事務所 
・登山道利用者数調査（天人峡） 



 

平成 30 年度 十勝岳・美瑛富士周辺 作業箇所 

東川自然保護官事務所 
・登山道利用者数調査（十勝岳、美

瑛岳、美瑛富士） 

公益社団法人日本山岳会北海道支部 
・8 月美瑛富士携帯トイレブース点検・清掃活動 

山のトイレを考える会 
・美瑛富士携帯トイレシステム 4 年目の実施。 

詳細は資料５に記載。 

美瑛山岳会 
・十勝岳登山道 規制・保護ロープ着脱 
・美瑛岳登山道ポンピ沢周辺刈り払い 
・美瑛富士登山道協働型施工箇所メンテナンス 

上川南部森林管理署 
・十勝岳 グリーンサポートスタッフによる巡視・啓蒙活動 

資料８－８ 

大雪山国立公園パークボランティア連絡会 
・美瑛富士携帯トイレブース点検・清掃作業 

上川総合振興局環境生活課 
・8 月 美瑛富士 自然観察会 
山のトイレを学ぶツアー開催 

東川自然保護官事務所 
・美瑛富士携帯トイレブース回収業務請負 

※北海道山岳整備 
・美瑛富士携帯トイレブース利用状況調査 

旭川山岳会 
・美瑛富士携帯トイレブース周辺清掃活動 



 

平成 30 年度 富良野岳周辺 作業箇所 

上川南部森林管理署 
・富良野岳、原始ヶ原方面 
グリーンサポートスタッフ

による巡視・啓蒙活動等 

大雪山国立公園パークボランティア連絡会 
・富良野岳 高山蝶パトロール 
・原始ヶ原 湿原植生復元モニタリング 
 

資料８―９ 

富良野山岳会 
・6 月第三週日曜日に原始ヶ原・富良野岳の山開きを実施 
市道から登山口までの支障木除去、枝払い 

・看板補修、案内赤テープ付け 

東川自然保護官事務所 
・登山道利用者数調査（原始ヶ原、十勝岳温泉） 


